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　平成2年度支部会議はコロナ禍での開
催となり、例年5月に開催されますが、7月
29日に延期したところ、第2波の真っただ
中となり、再延期や中止などの判断が非
常に難しく、ホテル、講演者や会員のご協
力の下、3密を防ぐために、参加者数も絞
ることや手洗いなど、コロナ対策を徹底す
ることにより、多少寂しい会議となりまし
たが食事会まで何とか無事終了すること
ができました。
　支部会議のメインイベントはSkyDrive
社山本様による「空飛ぶ車」についての講

演で8月末に有人飛行が成功するなど非
常にタイムリーなテーマとなりました。
　SkyDrive社はトヨタ社内のCARTIVA-
TORという有志団体がもとになり、空飛ぶ
車の製造販売を目的に設立され、2023年
の実用化を目指し開発を進めています。本
社機能は東京にありますが、開発は豊田
市で行われています。2050年の市場規模
は車の１／３の１７０兆円と大きく、米国、
中国、欧州（ドイツ）など１００社位が開発
にしのぎを削っています。ホロコプタ（ドイ
ツ）はシンガポールで実証実験中とのこと

でした。実用化にはルール作りが大切でこ
の分野では日本は進んでおり、海外からも
参加しているとのことでした。
　後日談にはなりますが有人飛行の成
功が各メディアに取り上げられ、期待の
大きさも感じられ、２３年の大阪でのタク
シ実用化に向け順調に開発が進んでい
るようです。中部地区の新たなビジネス分
野として期待できそうです。左の写真は食
事会の様子で中央は山本様と青木支部
長、右はテレビニュースでの有人飛行の
様子です。

　関東支部では8月度例会を開催しまし
た。冒頭、神山支部長より、開催挨拶と併
せ、コロナ禍における支部事業活動につ
いて説明がなされ、引き続き、組込みシス
テムセキュリティ委員会 牧野副委員長、
安全性向上委員会 佐々木委員より、組
込み機器におけるセキュリティ対策と安
全性検討についての取り組み内容を紹介

するとともに、世界情勢や国内動向から
見た経営課題としてのセキュリティ対策と
安全性担保について解説をいただきまし
た。以下に開催概要と参加者アンケート
抜粋を取り纏めご報告いたします。

受講アンケート     ※感想より抜粋して掲載
■感想・質問

●リリース後や運用時のセキュリティ上の
安心安全を担保するのに、EDRのような
仕組みも大事となるだろうと思われる。
●業務において意識が薄れがちになるセ
キュリティ面のリスク管理について詳しく
お話しいただけて良かったです。
●セキュリティに関して国内だけでなく国際
的な動向を知ることができ勉強になった。
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人材育成

新規ビジネス開拓

海外ビジネス

市場動向調査

人材不足

今期前半は技術者の余剰感

採用活動がうまく
進まない

企業活動上の課題と思っていることWithコロナの状況下で困っていることはなんですか（複数回答）
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テレワークの準備が
進んでいない

既存事業だけでは厳しいが
新規事業をどのように進めて
行けばいいか苦慮している

新規の営業活動が
できない
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最近の景況感はいかがでしょうか？

■ とても良い
■ 良い
■ ふつう
■ 悪い
■ どれも悪い

・日　時： 2020年8月27日(木) 16:00～17:20             
・場　所： ＷＥＢ会議　　　　　
・参加者： 40名/26社
・内容等： 支部長あいさつ 2020年度事業活動について
　　　　 Safety & Security ～経営課題におけるセキュリティ対策～
　　　　 会員意見交換会

●日本は海外に比べて人為的ミスによる
セキュリティ事故が多く、海外は外部から
の攻撃による事故が多いという紹介が興
味深かった。日本人は真面目・勤勉という
印象が強いが、啓蒙活動以外で人為的
ミスを減らす方法はありますでしょうか？
●規格とセキュリティ動向が整理され説
明されていたので、今後の業務活動の参
考に活用できると思った。細かなことかも
しれませんが、最近、気になっている
SBOMに関して、業界内で取り込まれて
いくのか、取り込まれる場合どのような形
で取り込まれるのかを聞きたいところは
ありました。
●判例を用いてリスク管理の重要性を知
ることができて良かったです。
●IoTの加速によりエッジコンピューティ
ングのセキュリティ分野で安心・安全を
前提にサービスを提供できることが今後

のビジネスで重要になってくるということ
を改めて確認することができた。
●初めて聞く内容もあり、今度の知識習得
のための手立てになると思えた。
■関東支部に要望・希望等はございますか。
●会員企業間でビジネス連携など協力し
あえるような活動を行って欲しい。
●関東支部として対外的なウェビナーは
可能ですか
●技術情報・委員会の活動状況の展開・
提供。本講演の資料を配布していただけ
ればと思います。

■コメント
●現状、コロナの影響は大きくはないが
2020年度下期、次年度以降どのように
影響してくるのかがみえない。
●組込み関係は、コロナ禍の前から業務
量が減少しているように思えます。
●今後、テレワークが常態化していった場
合、新人・若手教育が大きな課題となっ
てくる。
●もの（こと）づくりの取り組みに関して
中々成果が上がらない部分の改善策が
課題となっています。
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